
代
表
質
問
か
ら

今
回
の
定
例
会
で
は
、
二
月
二

十
二
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
三

日
間
の
日
程
で
代
表
質
問
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
主
な
も
の

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

可
決
さ
れ
た
議
案

○
平
成
十
六
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算次

の
内
容
で
総
額
六
十
六
億
三

千
百
七
十
一
万
四
千
円
を
補
正
す

る
も
の
で
す
。

①
台
風
十
八
号
に
よ
り
破
損
し
た

美
香
保
体
育
館
お
よ
び
中
島
庭
球

場
の
本
格
復
旧
や
倒
れ
た
街
路
樹

の
補
植
を
行
う
た
め
の
経
費

②
国
の
防
災
対
策
事
業
の
実
施
に

伴
う
道
路
お
よ
び
河
川
の
改
修
に

か
か
わ
る
経
費

③
老
朽
化
の
著
し
い
円
山
小
学
校

の
改
築
費

④
不
足
を
生
じ
る
見
込
み
と
な
っ

た
除
雪
費

○
札
幌
市
議
会
議
員
の
報
酬
、
費

用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

定
例
会
、
臨
時
会
、
常
任
委
員

会
、
議
会
運
営
委
員
会
お
よ
び
特

別
委
員
会
の
会
議
に
出
席
し
た
議

員
に
対
し
て
支
給
さ
れ
て
い
る
費

用
弁
償
を
、
平
成
十
七
年
四
月
一

日
か
ら
平
成
十
九
年
五
月
一
日
ま

で
の
期
間
、
二
十
％
削
減
す
る
も

の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
札
幌
市
火
災
予
防

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

な
ど
、
合
わ
せ
て
二
十
一
件
が
可

決
ま
た
は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
政
策

や
ま

だ

か
ず
ひ
と

山
田
一
仁（
自
民
党
）

問

公
共
事
業
の
削
減
は
地
元
業

界
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
が
、

今
後
の
札
幌
市
経
済
の
展
望
、
ビ

ジ
ョ
ン
が
見
え
な
い
。
ど
う
い
っ

た
分
野
で
域
外
か
ら
の
外
需
獲
得

型
の
産
業
振
興
を
図
っ
て
い
く
の

か
、
ど
う
い
っ
た
地
域
を
マ
ー
ケ

ッ
ト
と
想
定
す
る
の
か
と
い
う
こ

と
ま
で
視
野
に
入
れ
て
、
積
極
的

な
施
策
を
実
施
し
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答

外
需
獲
得
型
の
産
業
振
興
施

策
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｔ
産
業
に
加

え
、
バ
イ
オ
や
食
品
産
業
、
観
光

産
業
な
ど
、
札
幌
市
の
特
性
や
都

市
イ
メ
ー
ジ
を
生
か
し
た
分
野
に

お
い
て
、
そ
の
振
興
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
幅
広
い
交

流
の
実
績
を
生
か
し
、
中
国
、
韓

国
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
を
主
な
対
象

と
し
た
物
産
展
、
商
談
会
な
ど
の

経
済
交
流
事
業
や
Ｐ
Ｒ
事
業
を
官

民
連
携
の
下
で
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
新
た
な
市
場
の
開
拓
や
集

客
交
流
の
拡
大
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

魅
力
あ
る
都
心
の
景
観

お

の

ま
さ

み

小
野
正
美（
民
主
党
・
市
民
の
会
）

問

路
上
に
設
置
さ
れ
る
可
動
看

板
や
の
ぼ
り
は
、
街
の
美
観
を
著

し
く
害
し
て
い
る
と
思
う
が
、
何

か
対
策
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

電
車
、
バ
ス
な
ど
の
広
告
に
は

何
ら
か
の
規
制
が
な
さ
れ
て
い
る

の
か
、
美
し
い
街
並
み
や
優
良
な

景
観
を
市
民
や
旅
行
者
が
享
受
し
、

電
車
や
バ
ス
の
乗
客
も
安
心
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
な
ル
ー
ル
作
り

が
必
要
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

答

既
に
、
札
幌
駅
前
通
と
大
通

を
「
可
動
看
板
を
許
可
し
な
い
地

域
」
に
指
定
済
み
だ
が
、
さ
ら
に

札
幌
駅
周
辺
と
す
す
き
の
地
区
の

指
定
を
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
実

施
し
た
い
。

の
ぼ
り
に
つ
い
て
は
、
屋
外
広

告
物
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
悪
質
な
も
の
に
つ
い
て
は
除

却
を
行
っ
て
い
く
。

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
な
ど
に
つ
い

て
は
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
は
台

数
制
限
に
よ
る
規
制
で
は
な
く
、

専
門
家
に
よ
る
色
彩
、
デ
ザ
イ
ン

な
ど
の
事
前
審
査
を
行
う
仕
組
み

を
設
け
た
い
。

芸
術
文
化
の
振
興
策

ほ
ん
ご
う
と
し
ぶ
み

本
郷
俊
史（
公
明
党
）

問

平
成
十
七
年
度
予
算
は
大
変

厳
し
い
状
況
と
な
っ
た
が
、
市
長

の
芸
術
文
化
に
対
す
る
基
本
認
識

あ
る
い
は
「
思
い
」
と
い
っ
た
も

の
が
、
具
体
的
に
反
映
さ
れ
て
い

る
事
業
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

答

イ
ベ
ン
ト
閑
散
期
で
も
あ
る

十
一
月
を
「
秋
の
芸
術
文
化
月

間
」
と
位
置
付
け
、
ス
ト
リ
ー
ト

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
ラ
イ
ブ

や
小
中
学
生
、
高
校
生
の
音
楽
祭
、

さ
ま
ざ
ま
な
劇
団
に
よ
る
連
続
公

演
な
ど
、
複
合
的
、
総
合
的
な
文

化
事
業
を
展
開
す
る
。

ま
た
、「
舞
台
芸
術
創
作
活
動

支
援
事
業
」
に
よ
り
、
主
に
演
劇

な
ど
の
創
作
活
動
の
活
性
化
を
図

り
、
人
材
の
育
成
に
も
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
芸
術
文
化
に
よ
る

札
幌
の
魅
力
創
出
事
業
」
と
し
て
、

雪
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

時
に
合
わ
せ
て
、
漫
才
や
落
語
な

ど
の
大
衆
芸
能
を
主
体
と
す
る
公

演
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

家
庭
ご
み
有
料
化
問
題

い
い
さ
か
む
ね

こ

飯
坂
宗
子（
共
産
党
）

問

家
庭
ご
み
減
量
化
・
有
料
化

等
調
査
費
が
予
算
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
選
挙
民
と
市
長
自
ら
の
公

約
に
誠
実
な
ら
ば
、
減
量
化
に
つ

い
て
の
調
査
結
果
を
待
た
ず
に
、

最
初
か
ら
有
料
化
を
掲
げ
て
の
調

査
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
り
、
公

約
違
反
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、

い
か
が
か
。

答

家
庭
ご
み
有
料
化
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
も
「
基
本
的
に
有
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